
 

 

 

 

 

学校評価報告書 

平成 27 年度評価と平成 28 年度の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベルランド看護助産専門学校 学校評価委員会 

平成 28 年 5 月 23 日 

  



Ⅰ．平成 27 年度の重点的取り組み事項に対しての評価 

１． 学校評価体制の構築と運用 
自己点検・自己評価、授業評価の実施と公表、学校関係者評価の実施 

２． 教育に関する情報公開 
３． 教育環境の改善、教材・図書の充実と活用（新校舎、新課程に向けて） 

４． 教職員の人材の確保と質向上 

５． 安全教育とマニュアル整備 

６． 財政の透明性の確保 

７． 地域貢献・社会貢献への取り組み 

８． 将来性豊かな質の高い新入生の確保 

 

１．学校評価体制の構築と運用 

１）学校関係者評価委員会設置と開催（全３回実施） 

学校関係者評価委員を選定し、森 均委員長、酒井ひろ子、鳥井元純子、白川美保子、

山田敬子、小森文子、左近ゆかり各氏に委員を依頼し、委員会を開催、教育の現状を

報告した。 

２）関係者評価委員会からの提言を運営会議に提示・ＨＰで公表し、次の取り組み

に活かすための土台作りを行った。 

３） 学生からの授業評価の実施と公表・活用（データについては各科報告参照） 

講師（10 時間以上）の授業評価（評価尺度 10 項目）をマークシートを使用し実施。 

実習評価（舟島なをみ尺度）を集計し公表。（結果：各学科授業評価 図参照） 

講師個人に個人データを送付、実習評価は各部長、指導者に報告した。 

① 集計の作業もマークシートを用いたため、事務方の協力を得て、速やかに実施で

きた。講師会で全体データをまとめ、報告後、ＨＰに掲載 

② 結果の公表から講師への伝達等授業改善への流れをつくる 

講師への授業評価の伝達は講義終了後には実施できなかった。その理由は評価を

初めて実施したため全体の動向がつかめなかったことにある。最終的には集計し

た上で学生の稚拙な表現をそのまま渡すのかに苦慮したが、講師にはなるべくそ

のままお渡しすることにし、説明を行った。 
③ 実習評価は各実習指導者会等で結果を取り上げ、問題点等改善の方向性を

話しあい、課題の明確化に努めることができた。 
 

【まとめ】 

平成 26 年度における自己点検の結果から学校改善に向けて、平成 27 年度は関

係者評価委員会を立ち上げ、ＰＤＣＡの定着化に向けて開始できた、今後はそ

の定着化と継続、改善の検証を組織的に、定期的に実施することが求められる。

また、今後職業実践専門課程の認可（文部科学省）に向けて学校評価の充実（第

３者評価体制の整備）と申請のための評価体制整備も課題である。 



２． 教育に関する情報公開 
１） 平成27年度のHPによる情報公開の大幅増加、可視化の実施内容 

① 学校の教育理念と特徴について明確に明示 
② 学校建築情報ページを作成し、随時新情報を提供 
③ 国家試験結果・卒業生の進路の状況を初めてＨＰに公表 
④ 自己点検自己評価結果をＨＰや各会議等で公表 
⑤ 新着情報による学校生活のトピックスを紹介（平成 27 年度 26 回、平成 26 年度

15回 昨年比173％） 
④ 学校関係者評価も各関係者の同意を得、ＨＰに公表 
⑤ 学校関係者評価の結果をＨＰと各会議等で公表 

２） 保護者への情報提供 
入学時オリエンテーションの保護者会を、２０分程度昨年より時間を増やして実施、

参加は新入生 80 人中 59 名（74％）であり、入学時のため現状理解のない時期であり、

伝わりの点で課題がある。今後時期や他学年での保護者会の開催等の検討が必要。 
【まとめ】 

情報公開について努力をしたが、担当者を明確にして即時公開を行う事と、 

特に今後の 4 年制教育に向けて全面的に取り組む必要がある。 

 

３． 教育環境の改善、施設・設備の充実と活用 

１） 実習室や図書室、学生研修室の学習とアメニティーの改善 

(1) 新校舎では自習室、自由に活用できる研修室も設置した。 
① 学生の自由空間の確保としてWifi環境も整えたラーニングスペースを各階に設

置し、放課後を含めた自由時間を活用した自主学習の場を整えた。 
② 主体的学習に繋がるグループ学習やディスカッション等に利用できるゼミ室や

自習室も配置し、可動間仕切り等を装備し多様な学習の対応を目指した。 
２） 看護実践力を育てるためのシミュレーション教材の充実 

(1) 助産学科の実習関係を充実 
① 分娩台1台追加し、インファントウオ―マー3台、デジタルスケール３台購入し、

分娩演習を3か所で演習可能にした。 
② 新校舎では酸素、吸引等の急性状況にも対応できる装置を導入した。 
③ 助産学科の演習室と看護学科の母子看護実習室を繋げて演習をより充実させた。 

(2) 看護学科の実習室の充実 
① 実習室Ⅰは 20 床を有し、実習室Ⅱは５床のベッドと 40 客の座席を常在し体

験しながら考えるスペースとした。又、清洗室、感染管理個室、ベッドサイド

のコンフォート等感染対策を学ぶ場とした。 
② シミュレーションラボを配置、フィジカルアセスメントモデル 4 体と酸素吸

入・吸引等を設置、カメラ・ＴＶモニターを設置し振り返りつつ実践を学ぶ環

境を整えた。また、人工呼吸器、ベッドサイドモニター、気管挿管、吸引等の

シミュレーター、ワゴンを各ベッドに配置、急性期看護等の充実を図った。 
③ 在宅看護実習室は、手すり付き浴室、車いす用洗面台、トイレ2種、昇降キッ



チン、リフト、手すり等を設置、40人でも演習が可能な広さを確保した。 
④ 母子看護実習室では助産の演習室をも使えるように間を可動式とした。沐浴槽

を6台設置、新生児用 幼児用等の各種ベッドとバイタルサインベビーⅱなど

小児モデル複数体、小児のフィジカルアセスメントモデル、DVD 等を購入、

臨床のＮＩＣＵ等の学習や助産師への関心にも繋がるよう意識した。 
３） 図書の充実と活用 

(1)メディアセンター新校舎に向けての整備 

① 1 階から 2 階に連続して配置し蔵書数の大幅な増加と AV コーナーの配置など映

像学習にも活用できるよう整備した。 
② 現図書室は、平成27年4月現在9900冊を蔵書し、映像学習のためのDVDは約

100枚所蔵、メディアセンターの設置とともに約15,000冊への大幅な蔵書と、視

聴覚教材の充実化を予定している。神陵文庫に協力をもとめ、新設大学の蔵書目

録を参照し、司書を中心に各領域の意見を出し５月現在 11､005 冊に増加した。

今後法人全体に図書の寄付等を呼び掛ける予定である。 
(2)図書の活用 

①学生が閲覧し易いようＮ分類に変更整理し、新刊のポスターを貼りだすな

ど積極的な利用に繋がるよう図書委員を中心に活動し、貸出総数 2507 冊で

3 年間の延べ貸出数の伸びは前年比 145％にも上昇した。 

②年間 20 冊以上借りた学生は 43 人であった。 

   表       過去 3 年間の貸出冊数の学年別推移 

学年/年度  2013 年度 2014 年度 2015 年度 

1 年 134 362 216 

2 年 564 892 668 

3 年 1035 1064 1623 

合計（冊） 1733 2318 2507 

③紛失図書は 0冊であった。紛失図書には毎年数万円の補てんを行っている

中で画期的な結果で、学生図書委員の啓発活動が成果を上げている。 

４）現校舎の学習環境整備 

① 現校舎での工事中の騒音、粉塵、採光の対策、登下校中の安全確保等、試験や行

事の時は事務方が業者と連携を図ることができ、特別問題や苦情等はなかった。 

② 学習環境と休憩場所の整備等は昨年鍵をかけないように学生の使用のフリー体制

をとった。自由に使用し、学習に活用している状況が確認でき教材の紛失はなかった、 

５）実習休憩設備の改善 

① 助産学生：夜間待機室環境整備：病院実習中、使用していた待機室が解体のため、

旧病舎にベッドルームと学習、シャワー室等待機場所を設置し、休めながらも学習可

能な設備が整った。          
② 看護学生の実習中の休憩室整備：老朽化した木造民家３階建を約40年近く使用、

生長会のヒアリングで提案し、28年度中に、休憩室の整備が決まった。 
【まとめ】大きな課題だった施設設備は新校舎建築の取り組みにより変革しつつある。

8 月の引越しを順調に終え、活用が円滑に進めるよう取り組む必要がある。 



４-1 教職員の人材確保  

１） 教職員数の確保 

平成 30 年からの 4年制教育の開始に向け、看護学科教員数 28 名への増員が必要で

ある。（現在定員 17 名）そのための人材確保を最重要課題として取り組んだ。 

27 年度末の減員は２名で、法人内の師長として 1名異動、結婚退職 1 名であった。

増員は生長会内部から教員資格取得のための人材を 4 人確保でき、看護部門の組織的

な協力が得られ、効果をあげた。今後も生長会全体での優秀な人材の相互循環は大変

好ましく、今後も継続的な取り組みが必要である。 

外部からの採用数は 28 年 4 月までに常勤 2 名、非常勤 1 名入職が決定、ベテラン

の教員の入職が増え、学校の教育のビジョン等もＨＰでアピールしたことの効果も含

め、学校の教育が評価され始めたことと推察する。 

事務職員数は業務拡大のため１名の増員が図られ、役割分担が明確になった。今後

新校舎に向け専任の司書の増員が課題である。 

 

２）．教職員のワークライフバランスの向上 

  (1)残業時間の削減への取り組み 

3年前から残業時間の削減に取り組み、成果が表れていた。しかし、平成27年度は、看護

学科、事務ともには平均残業時間が増加した。その要因は、校舎新築と4年制開講計画と業

務が増加した上に、教務主任等の研修と定員に満たないため、一人当たりの業務量が増加し

たこと、教員の業務を早く終える意識不足、業務整理が不十分、学生の最終下校時刻の周知

と指導が不十分等があげられる。 

(2)有休消化率の向上 

有休消化率は各々で取得目標を上げ、意識づけた。Ｈ27 年度の教職員全員の取得

平均値は26年より上昇したが、取得率100％～20％以下と個人のばらつきが大きい。

事務職の取得率は依然として低かった。夏期休暇 10 日、年末年始休暇 3日、勤続表

彰によるリフレッシュ休暇（勤続 20 年の 7 日間休暇 4 人、勤続 10 年の 3日間休暇

2 人）は、ほぼ全員取得できた。 

３）待遇改善 

Ｈ27 年から教員業務手当 5000 円増加し、少し改善した。 

 

【まとめ】 

業務過多で教職員全体の実質稼動数が不足し、多忙状況にあった。28 年度は４年

制開講計画のための人材が必要であり、教員確保の努力を続ける必要がある。ワーク

ライフバランスの推進のため、意識改革と業務改善プロジェクトチームの活動の成果

を期待したい。 

  



４-2．教育の質の向上への取り組み 

１）教育研修の整備の強化 

(1)大学院進学、教員養成講習、教務主任研修者等への一層の支援、各自の研修や

研究の支援を行っている。 

本校は下記の全国比より大学院進学率が高いが大卒数が少なく専門卒が多い。

ここ近年 研究や資格等の諸能力向上への意識が高まっている。 

表  教員最終学歴比率（本校と全国(日本看護学校協議会資料)との比較） 

     大学院卒（修士） 大学院通学 大卒 専修卒 

平成24年4月 1人 0人 1人 20人 

平成25年4月 2人 1人 2人 17人 

平成26年４月 2人 1人 3人 16人 

平成27年4月 2人 4人 3人 12人 

平成28年4月（20人） 4人（20％） 3人（15％） 2人（10％） 11人（55％）

日本看護学校協議会H25        10％ 46.5％ 41.2％ 

 

 (2)その他の研修実績：教務主任研修１名（平成 27 年 6 月～3月迄）終了 

      教員養成講習１名（平成 27 年 4 月～12 月）終了 

      教員養成講習 4名（平成28年度）予定 

(3)教員養成への協力 

①大阪府教員養成の教育実習 3 年連続引き受け（基礎・老年・在宅） 

②環太平洋大学次世代教育学部看護教員コース2年連続教育実習引受→計3名 

(4)その他取り組み 

① 研究倫理審査委員会の立ち上げと倫理審査規定の制定 倫理審査実施 

研究倫理審査数： 前年度迄0件→5件(平成27年度)内3件は今後研修継続 

② 助産実践能力習熟段階レベルⅢ認証制度（all-Japan）申請→８名取得→公表へ 

③ 看護教員の質を評価する教員ラダー作成が未完成・・・30年迄に完成へ 

④ 学会への研究発表：学会2題発表し、生長会学術貢献賞 2件申請→1件受賞 

⑤ 学会研修会支援：全教員学会研究会参加や研究実践が増加し、前向きな姿勢へ 

各自のキャリアポートフォリオとし、評価している。 

研修後他の教員への報告や伝達を強化し、共通理解に努め共有化へ 

⑥ 教員目標管理の導入：管理職だけでなく看護の専任教員としての目標管理制度を

導入し、平成28年度から開始した。 

⑦ 法人本部主催の看護師キャリア研修の講師の引き受け、教員も多忙な中で

も研修に参加する教員が増えた。 

⑧ 授業力を上げるための研究授業が実践できていない。今後導入を図りたい。 

【まとめ】 

多忙な時間での資格取得、研修・参加学習は、時間と費用の問題が大きいが、

多忙な中での教員の努力はすばらしい。今後、4 年制開講に向けて質の向上

は必至であり、学習の支援を図りたい。 



５.安全教育とマニュアル整備 

１） 自己点検で、安全や防災に関する教育・教材が不十分との評価があった。平成27年

度は入学時の1年生対象の防災訓練を5月に実施、それ以外に2年生を対象にボラン

ティアでベルランド総合病院の災害訓練に2年生32名、１年生28名、計60名が患

者役として参加、トリアージの実際を体験し、イメージを深めることに役立った。 

２） 学校としての防災マニュアルが不明瞭のため、平成28年度には新校舎で使えるマニ

ュアルを作成のためのメンバーを策定し活動中である。 

  【まとめ】 

防災や災害看護をカリキュラムの中であまり位置付けていない本校としては学

生の学びと共に防災対策の整備が緊急の課題である。 

 

６．財務の透明性の確保 

財務状況については、教員へ説明の透明性が不十分であったので、教職員会議にて 26

年度の損益について公表。経費節減の意識づけの機会となった。27 年度は人件費増。新

校舎に向けた図書、教材の購入により経費は増加した。（27年度損益：▲約4.5千万円）

次年度は、新校舎移転による減価償却費・支払利息の増加等により損益状況はさらに悪化

する見込みである。 

今後、新校舎移転、4 年制開講に伴い、施設整備費、人件費の増大が予測され

るため、より透明性を高め、教職員で情報共有しつつ、財政の改善を図りたい。 

 

７．社会貢献・地域貢献 への取り組み 

１）平成 27 年度、関連施設でのボランティア活動の実績   

 

 

 

 

実習施設の季節行事に計 26 名がボランティアとして参加。一昨年までは殆ど応募がな

かったことから比較すると、大幅に増加した。アクセスや日程が参加しにくいなどの理

由からか参加がなかった施設もあった。 
２） 老年看護学では「高齢者と関わるボランティア」（場所は各自自由）に参加する自由   

課題を出した。ボランティアを実践しレポート提出した学生は、77人中24人だった。 
３） 学校の教育活動ボランティアはオープンキャンパス時の演習や歓談会に1、2年3人ず

つ募集し、延べ 60 人の枠に、全て応募があった。また、入学時一泊研修のリーダーボ

ランティアも新２年生 13 人の応募があり、学生の後輩に対する支援のボランティアは

盛んであった。後輩を育てる伝統が育っている事の成果ともいえる。 
 

【まとめ】 

今後、学内や実習施設でだけでなく、地域や身近な活動の情報提供やボランティア

活動の参加の意味や、実際の働きかけを積極的に奨励していく必要がある。 

 

夏祭り・餅つき（介護老人保健施設） 13名+10名 

夏祭り（複合型医療福祉施設）      3 名 



８．将来性豊かな質の高い新入生の確保 

１）助産学科 

(1)助産学科の受験者数は、公募は年による変動があるが、一般入試は大幅に増加 

表 助産学科 25 年～28 年迄の受験者数の推移 

 
 
 
 
 

 

受験倍率は、本校 4.4 倍で、全国平均倍率は 2.36 倍で本校は高い。今後、助

産師を選択できる大学が増加（大阪 9校）し競合が今後課題となる。 

(2)入学試験方法の変更 

    公募推薦と社会人入試に入試科目、小論文、面接に母性看護学を加え、学力の

評価ができ、選考の材料になった。 

(3) ７年ぶりのオープンキャンパス実施：36人参加し、学生主体の運営が好評で受験者の

増加に繋がった。 

 

２） 看護学科 

(1)看護学科は年ごとの差があるが大きな変化はない。 

表 看護学科 25 年～28 年迄の受験者数の推移 

受験種類/年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

推薦・公募推薦 125 名 122 名 114 名 120 名 

社会人 51 名 28 名 35 名 40 名 

一般 107 名 149 名 116 名 115 名 

計 283 名 299 名 265 名 275 名 

 

全国的には、専門学校への受験者は減少し大学進学者増加しているが大きな変化はな

い。看護学校の受験倍率は全国平均2.6倍、大阪3.6倍で、本校は3.2倍で大阪ではや

や低いが、本校は指定校推薦者の倍率 1 倍のため総データー上低く出ているが、充分集

まっている。今後大学等の増加に伴う競合が課題になる。 

(2)オープンキャンパスの開催：平成 27 年度全 10 回（5 月～12 月）632 名で平成

24 年 357 名と比較し倍増した。低学年からの参加数が増え、受け入れ定員も大幅

に増加させたためと考える。また、参加者からの受験率も上昇した。 

(3)業者主催ガイダンス参加数 54 会場での個別面談を実施、面談者数も増加した。

（平成 24 年度 689 名、平成 26 年度 535 名、平成 27 年度 780 名<昨年対 118％>） 

 

【まとめ】 

現在の学生の応募は順調であるが、平成 30 年の４年制開構に向けて、確保策は

非常に重要なため、戦略的に新校舎完成と絡めて宣伝をすることが重要である。

受験種類 / 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

指定校推薦(内部) 2 名 3 名 4 名 3 名 

公募推薦 19 名 46 名 27 名 36 名 

社会人入試 18 名 17 名 21 名 19 名 

一般入試 47 名 42 名 46 名 72 名 

計 86 名 108 名 98 名 130 名 



Ⅱ.教育の成果と評価 

1. 助産学科 

１）学修成果 

(1)平成 27 年度 単位修得状況 

①学生動向（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

２４回生 
入学者数 退学者数 休学者数 卒業延期 卒業者数 
２５名 ０名 ０名 １名 ２５名 

(2)カリキュラム運用状況  

学則に則り、下記の通り予定通り実施した 

＊授業（講義・実習）３２単位（９４５時間）計画通り実施 

＊行事・特別講義・特別教育活動・プロジェクト学習：年間計画に則り実施 

今年度の Topix は ICM アジア大会（横浜）に参加し視野を広げる機会となった 

＊Ｈ24 年度ｶﾘｷｭﾗﾑ改正後 4 年が経過し、周産期医療の変化に応じた助産師を育成

するための見直が必要、特にﾊｲﾘｽｸの強化が必要だが、過密過ぎないよう要調整。 

(3)国家試験プロジェクトの概要 

＊模擬試験：業者模試 5回/年、国試過去問題･模擬試験 2種 合計 20 数回/年 

＊特別補講：（12 月）、(1 月)遺伝学、（1月）周産期医学 実施 

＊教員プリセプター制：12 月～成績下位者に対し教員で担当 

 

(4)助産師国家試験の概要と結果 

第９６回～９９回迄 4年連続 100％達成し、全国平均を上回っている。 

問題数＝午前５５問・午後５５問・合計１１０問 
＊点 数＝午前７０点・午後７５点・合計１４５点 
＊合格基準点＝絶対評価基準 ８７点以上（60％以上） 

 

回数 第９５回 第９６回 第９７回 第９８回 第９９回 

全国受験者数 2132 人 2113 人 2079 人 2037 人 2008 人 

全国合格者数 2026 人 2072 人 2015 人 2034 人 2003 人 

全国 合格率 ９５.０％ ９８.１％ ９６.９％ ９９.９％ ９９.８％ 

回生 ２０回生 ２１回生 ２２回生 ２３回生 ２４回生 

本校受験者数 ２４（不１） ２０ ２４ ２４ ２５ 

本校 合格率 ９５．８％ １００％ １００％ １００％ １００％ 

２）学生支援 

(1)就職支援 ６/29 法人就職説明会実施 

法人本部看護部、２病院看護部、周産期責任者、先輩助産師、人事課より、就職

にあたり法人・施設概要説明とメッセージ、先輩助産師との交流にて情報交換 

(2)学外研修会・ボランティア活動の案内 

＊助産師会、看護協会、全国助産師教育協議会等の学生も対象の研修案内を実施 

＊ピンクリボン活動の案内と募集（現時点ではカリキュラムの都合上参加が困難） 

(3) ベルランド看護学科学生との交流（内部進学希望者への支援） 

＊8/7 オープンキャンパス参加（8名）  ＊8/26 両親学級見学（6名） 



３）教育活動評価 

(1)授業評価について 

①平成 27 年度授業評価(講義)結果（図(1)-①） 

講義科目 16 科目、担当講師のべ 47 名（外部講師・専任教員）に、授業評

価を実施し、科目分類別に 4段階評価の平均をグラフ化した。 

結果、全科目の平均において 2.8～3.2 の結果が得られた。平均値が低い項

目は“この科目の為に学習をした”の 1項目のみが 3 点未満でそれ以外の項

目は全て 3点以上の評価であった。学生が自律して学習に臨めるように指導

すると共に授業計画を工夫する必要があると考える。 

4 つの科目分類「基礎看護学」「助産診断･技術学」「地域母子保健」「助産

管理」においても同じ結果であった。「助産診断･技術学」の“教員の雰囲気

作りと学生の反応確認”が他よりやや高い評価であった。これは専任教員に

よる講義が多く科目毎の講師が固定し、実技演習を含み実習に直結すること

も関連していると考えられるが、今後もより学生が学びやすい環境を作る努

力が必要である。 

② 授業評価-実習）結果（図(1)―②） 
｢授業課程評価スケール-看護学実習用-｣（舟島なをみ）を使用 

妊娠期・分娩期・産褥期新生児期・継続事例）に 5 段階評価の平均をグラフ化し、

昨年の結果と合わせて評価した。 
全体平均は 3.3～3.4 とブロック別の偏りはなかったが、各期別にみると「継続事

例実習」以外の3科目は全項目で昨年度より低下がみられた。 
実習指導については、臨地実習指導者会議での意見交換や、担当教員と随時相談

したうえで実習を進めているが、学生の実習場での困難感をフォローし達成感に繋

げるために、臨床と連携をとり、効果的な実習環境と指導体制を早急に整備する必

要性があると考える。また、実習目標や課題の設定についての評価から、目標設定

や評価項目を相互理解するために、精度を高めて修正を行っていく必要がある。 
(2)卒業時到達度自己評価結果 （図(2)） 

厚生労働省の「助産師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度」

の自己評価をⅠ～Ⅳの到達レベル別整理。レベルⅠでは、周産期におけるウェ

ルネスの助産ケアの項目は高得点、異常時に関する予測と家族計画指導の実践

についてとレベルⅡ異常時の対応については低得点であった。 

今後は指導のもとﾊｲﾘｽｸ事例の援助について臨地学習として強化していく必

要がある。レベルⅢは学内演習として実施する項目であるが、ｾｸｼｭｱﾘﾃｨに関す

る援助や出生前診断に対する意思決定の支援などが低評価であり、今後、授業

で強化していく必要がある。また、「助産師としてのｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの形成」の到達

度が比較的高得点であった事は一定の評価ができると考える。 

(3)卒業時教育活動評価結果（図(3)） 

「専門職としての認識を深め科学的根拠に基づく判断力と助産の基礎的

実践力を育成している」「専門領域における知識や技術を理解し主体的に真

理を追究する態度を育成している」｢国家試験合格に向けた学習相談や支援

をしている｣等の評価が高い。 

「学校の科目やその他の時間の設定は無理なく設定している」「学校は学生

がリラックスできる環境を整備している」「学生が進路を選択するために必

要な情報を提供している」等の項目が低かった。 

学生は過密なカリキュラムに対する思いはあるが、専門職になる為の学習

として必要だと自覚していると考えられ、教員は学生に専門職として成長し

て貰いたいと願って関わり、国家試験の関門をクリアできるように支援して

いる様子が伺えた。また、豊かな人間性を育み学習効果を促進する為の環境

をソフトとハードの両側面から整備する課題も明らかになった。 



図 (1)-①平成 27 年度 授業評価(講義)結果 
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図 (1)-②平成 27 年度 授業評価(実習)結果 
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図 (2) 24 回生 卒業時到達度自己評価（到達レベル別） 
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家族計画（受胎調節法を含む）に関する選…

両親のアタッチメント形成に向けた支援

母乳育児を行えない／行わない母親への支援

生後１か月までの母子の健康状態予測

分娩進行に伴う異常発生の予測と予防的行動

家族メンバー全体の健康状態と発達課題のア…

出生児を迎えた生活環境や生活背景のアセス…

出生後２４時間までの新生児の診断とケア

現在の妊娠経過から分べん・産じょくの予測…

安定した妊娠生活の維持に関する診断

妊婦の心理・社会的側面の診断

妊娠経過の診断

時期に応じた妊娠の診断方法

生後１か月までの新生児の診断とケア

妊婦の意思決定や思考を考慮した日常生活上…

生後１か月間の母子の健康診査

褥婦の心理・社会的側面の診断

経膣分娩の介助

分娩進行状態の診断

妊婦や家族への出産準備・親準備への支援

妊娠時期の診断（現在の妊娠週数）

母乳育児に関する母親に必要な知識の提供

産褥復古が阻害されるか否かの予測と予防的…

新生児と母親、父親、家族のアタッチメント…

褥婦の育児に必要な基本的知識と技術支援

褥婦のセルフケアを高める支援

(1) 骨盤出口部開大体位(マックロバーツ体位）

出生直後の母子接触・早期授乳の支援

分娩進行に伴う産婦と家族のケア

産婦と胎児の健康状態の診断

助産師としてのアイデンティティの形成

産褥経過に伴う身体的回復の診断

分娩開始の診断

到達レベルⅠの項目

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
2
2
1
2
1
1
3
3
2
1

4
2
2
2
3
2
3
4

2
6
6

2
6
6
6
3
4
6
4
7
7
3
3
6
8
3
7
7
7
5
8
7
5
9
3
3

22
19
18
18
19
18
17
18
16
16

18
18
16
15
18
16
15
15
16
14
14
15
13
16
15

0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
1
1
1
1
1
1
1
0
1

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

（6）緊急時の骨盤位分べん介助

（5）子癇発作時の処置

生活自立困難なケースへの妊娠・出…

二次性徴の早・遅発ケースの対応と支援

（2）診療所における助産業務管理

不妊検査・治療等の情報提供と資源活…

性感染症罹患のアセスメント・支援及…

周産期医療システムの運用と地域連携

家族支援と教育関係者及び専門職との…

妊娠可能性のあるケースへの対応と支援

（3）助産所における助産業務管理

（1）病院における助産業務管理

家族を含めた支援と他機関との連携

性感染症予防とＤＶ予防」の啓発

ＮＩＣＵにおける新生児と両親への支援

異常状態と他施設搬送の必要性の判断

中高年の生殖器系に関する健康障害予…

ＤＶ（性暴力等）による予防と被害相…

保健師助産師看護師法に基づく助産師…

加齢に伴う生殖器系の健康管理とＱＯ…

不妊治療を受けている対象の理解と自…

健康的な性と生殖への発達支援及び予…

災害時の母子への支援

児の異常に対する産婦、家族への支援

消費者グループのネットワークへの参…

到達レベルⅣの項目
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出生前診断を考える妊婦の意思決定過程への

支援

月経障害の緩和と生活支援

思春期のセクシュアリティ発達への支援

健康的なセクシュアリティ維持に関する支援

と啓発

母子愛着形成の障害、児の虐待ハイリスク要

因の早期発見と支援

（4）正常範囲を超える出血への対応

（2）会陰の切開及び裂傷に伴う縫合 （局

所麻酔を含む）

（3）新生児の蘇生

到達レベルⅢの項目
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異常発生時の診断と必要なケア（7）…

両親の心理的危機への支援

流早産・胎内死亡など心理的危機に直…

最新の科学的根拠に基づいた情報を妊…

母体の意味の理解とその保護

保健・医療・福祉関係者との連携

次回妊娠計画への対応と支援

子どもあるいは胎児の権利の擁護

地域の特性と母子保健事業のアセスメ…

異常発生時の観察と判断及び行動

両者にかかわる倫理的な対応

異常発生時の診断と必要なケア（8）…

産後うつ症状の早期発見と支援

新しい家族システムの成立とその変化…

地域社会の資源や機関を活用できる支援

家族間の人間関係のアセスメント支援

１か月健康診査の結果に基づく母子の…

母乳育児に関する適切な授乳技術、乳…

産婦の分娩想起と出産体験への理解

到達レベルⅡの項目

n=25 
■Ⅰ少しの援助で実施できる ■Ⅱ指導のもとで実施できる ■Ⅲ学内演習で実施できる ■Ⅳ知識としてわかる ■NA ■学んでいない 

Ⅰの点数でソート Ⅰ+Ⅱの点数でソート 

Ⅰ+Ⅱ+Ⅲの点数でソート 

平均点でソート 



図 (3) 24 回生 卒業時教育活動評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２.看護学科 
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31.学校は学生がリラックスできる環境を整備（場所・設備）している

10.学校の科目やその他の時間の設定は無理なく設定している

27.学生が相談しやすい環境の整備（場所・時間）を整えている

34.学生が進路を選択するために必要な情報を提供している

28.学外研修やボランティア活動に参加しやすいように支援している

1.豊かな人間性を培い、円満な対人関係を築く能力を養う教育をしている

39.教職員は、相談しやすく頼りになる

37.教員はやる気や自立できるよう指導している

35.学生の進路決定に関する相談に応じている

19.教員と実習指導者は学生の学びを深められるよう連携・協働している

16.学生が自主的に考え学習できるように、授業形態を工夫している

38.教職員は学生の人権や思いを尊重して指導している

30.学生が生活しやすいよう支援している（設備整備・生活相談・管理）

24.健康診断と内容と目的を理解できるよう説明し支援している。

22.学生の権利、人権を尊重する体制で、実習指導を行っている

12.学生便覧は学生生活を円滑にするための情報になっている

40.教職員は窓口や電話対応が丁寧である

32.本学における入試制度をわかりやすく情報提供している

25.学生が健康管理できるよう健診結果に基づき指導助言している

15.学校の図書は学習や研究に必要な蔵書が揃っている

6.広い視野で社会を捉え、常に自己研鑽できる態度や能力を養う教育をしている

23.実習の目標や実習での学び方は自分たちの能力に合わせて設定している

17.シラバスに明示された授業の評価方法は公平かつ適切である

14.視聴覚機器・教材の質と量は整っている

11.学校は、教育内容・進度を明示し理解できるよう説明している

36.教員及び講師は専門的知識があり工夫した授業を実施している

8.学校はカリキュラムにおいて科目の履修順序や科目間の関連性を配慮している

29.奨学金制度に関する情報提供をしている

21.患者権利を尊重する体制で、教育・実習指導を行っている

20.学校と実習施設は感染・事故防止対策と対応を指導をしている

13.教室は授業を受けやすい学習環境である

9.学校は単位修得方法を明示・説明している

5.保健医療チームの一員としての責任を果たし、連携・協力できる力を育成している

2.生命の尊厳を尊重し、対象の全人的把握と対象のニードに対応できる力を育成して…

41.本校に入学してよかったですか

26.事故や賠償に対応するために総合賠償制度を紹介し加入を支援している

7.学校は科目目標を明確に設定している

4.専門領域における知識や技術を理解し、主体的に真理を追究する態度を育成している

33.国家試験合格に向けた学習相談や支援をしている

18.試験結果の通知はプライバシーの配慮がある

3.専門職としての認識を深め、科学的根拠に基づく判断力と助産の基礎的実践力を育…

非常に思う やや思う どちらともいえない あまり思わない まったく思わない

n=25 



２．看護学科 

１）学修成果 

(1)平成 27 年度 単位修得状況 

        ①学生動向（平成 28 年３月現在）233 名 

項 目 １年生(34 回生) ２年生(33 回生) ３年生(32 回生) 合計人数 

４月進級数 79 名入学 77 名 79 名 235 名 

増 復学等 ２名 ０名 ３名 ５名 

４月在籍数 81 名 77 名 82 名 240 名 

減 退学 ４名 １名 １名 7 名 

３月末在籍数 77 名 75 名 81 名 233 名 

備 考 

 
単位未修得５名  

卒業数 73 名（休学・単未 8名）

卒後後の動向 

生長会就職 68 名 

助学進学４名 

他施設 1 名 

      

(2)カリキュラム運用状況 

 年間計画に則り、下記の通り予定通り実施した 

        ①授業（講義・実習） 

 １年生43単位  講義42単位、実習１単位終了   

 ２年生42単位  講義38単位、実習４単位終了                  

 ３年生22単位  講義４単位、 実習18単位終了  

② 行事・特別講義・特別教育活動・プロジェクト学習 各学年導入計画に則り予定通り  
実施、今後、現行カリキュラムとの進度調整および時間確保が課題 

 

(3)国家試験プロジェクトの概要 

①１年次：学習委員を中心にグループ学習(12 月)、低学年模試（２月） 

②２年次：低学年模試（１月）、基準到達試験(３月)、業者特別講義(３月) 

   ③３年次：実習中の国家試験対策・グループ学習 

 業者模擬試験；11回/年、業者特別補講；２回/年 

 到達試験；12月 専任教員各領域担当および専門領域問題作成実施／補講実施 

 専任教員集中講義；８月・12月補講、１月全体・下位補講、２月超下位補講 

 特別補講；学部講師（夏１回・冬７回（内４回VTR））、学部講師(夏２回・冬２回) 

 チューター制；11 月より、成績下位者に対し教員３名によるチューター制をとり、

学習方法と精神面のフォローを実施 

 

(4)看護師国家試験の概要と結果 

①評価基準について（必修 50 問 一般 130 問 247 点中 63.6％以上が合格） 

結果は 73 名受験し、1名不合格 合格率 98.6％で全国 89.4％より高値であった。 



②当校国家試験受験者数・合格率の推移 

回 生 32 回生 31 回生 30 回生 29 回生 28 回生 

受験者数(不合格） 73（1） 77（1） 68（3） 75（1） 66（1） 

本校合格率 98.6％ 98.7％ 95.6％ 98.7％ 98.4％ 

全国合格率 89.4％ 90.0％ 89.6％ 88.8％ 90.1％ 

２）学生支援 
(1） 就職支援 

＊６/29：法人就職説明会；法人本部看護部、４病院看護部、介護老人保健施設援護長、

先輩看護師、人事課より、就職にあたり法人・施設概要説明とメッセージ 

(2） 助産学科との交流 

＊８/７ オープンキャンパス参加：３年生８名（内４名進学）、１年生２名参加 

  ＊８/26 両親学級見学：２年生希望者(６名参加) 

 

３）教育活動 

 (1)授業評価について（図 １） 

①Ｈ27 年度授業評価(講義用)結果 

講義 10 時間以上担当講師の外部講義と各専任教員に関して授業評価を実施 

各教育内容別に、≪大いにそう思う４、ややそう思う３、あまりそう思わな

い２、全くそう思わない１≫の４段階評価の平均値をグラフ化した。 

結果、全科目において、平均３点以上という高い結果が得られた。また、平

均値が高かったのは「困難な用語の解説や具体例によるわかりやすい説明があ

った」「講義のテーマ・目標がわかりやすく示されていた」の項目であった。各

講師の教材や資料の工夫、シラバス作成への協力等の結果と考える。低かった

のは「この科目の為に学習（予習・復習・課題学習）をした」「主体的に参加し

自ら考えることができた」の項目であった。特に基礎分野、専門基礎分野では

学習(予習・復習・課題学習)の点数が２点台と顕著であった。今後も学生自身

が学習の必要性を実感し主体的に取り組めるような働きかけが必要である。 

③ 32回生授業過程評価スケール(実習用)（舟島なをみ）結果 
全項目、４以上と高い結果が得られた。実習運営会議や実習指導者会、実習指

導者研修会など意見交換や共に学ぶ合う場があり、多くの卒業生が実習指導者と

して育っているなど、実習施設と学校の連携が図れている成果と考える。 

 
(２)卒業時到達度自己評価  結果（図２） 

「対象者に関心を寄せ、寄り添う姿勢をもつ」｢個人情報や尊厳を守る｣や｢チームメン

バーと協力関係を築く｣等の評価が高く、「国際的観点から医療の役割機能を理解する」

「国内全般の医療の動向を理解する」などの項目が低かった。教育理念や目標より人に

対する関心や寄り添い関係性を築く力、協調性等は育まれてきているが国内外を見据え

た広い視野に立った看護については課題が残っていると感じている。今後教育目標やカ

リキュラムの見直しが必要であると考える。 



図１ 授業評価 （講義用評価①）        （実習用評価②） 
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講義のテーマ・目標がわか

りやすく示されていた。

授業内容は全般に順序立

てて整理され、理解しやす

かった。

授業の時間配分は内容か

ら考えてちょうど良いもので

あった。

教員の話し方は明瞭で速度

も適切であった。

困難な用語の解説や具体

例によるわかりやすい説明

があった。

理解を深めるための工夫し

た教材が用いられていた。

教員は、学生が質問や意見

を述べられるような雰囲気

作りをし、学生の反応を…

この科目のために学習（予

習・復習・課題学習）をした。

この授業に主体的に参加

し、自ら考えることができ

た。

この科目に対し興味・関心

がもてた。
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りやすく示されていた。

授業内容は全般に順序立

てて整理され、理解しやす
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があった。
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作りをし、学生の反応を…

この科目のために学習（予

習・復習・課題学習）をした。

この授業に主体的に参加
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この授業に主体的に参加し、自ら考

えることができた。
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あった。

教員の話し方は明瞭で速度
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があった。

理解を深めるための工夫し

た教材が用いられていた。

教員は、学生が質問や意見

を述べられるような雰囲気

作りをし、学生の反応を…

この科目のために学習（予

習・復習・課題学習）をした。
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りやすく示されていた。

授業内容は全般に順序立

てて整理され、理解しやす

かった。

授業の時間配分は内容か

ら考えてちょうど良いもので

あった。

教員の話し方は明瞭で速度

も適切であった。

困難な用語の解説や具体

例によるわかりやすい説明

があった。

理解を深めるための工夫し

た教材が用いられていた。

教員は、学生が質問や意見

を述べられるような雰囲気

作りをし、学生の反応を…

この科目のために学習（予

習・復習・課題学習）をした。

この授業に主体的に参加

し、自ら考えることができ

た。

この科目に対し興味・関心

がもてた。

看護の統合と実践
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10.対象者に関心を寄せ、寄り添う姿勢をもつ

5.対象者の個人情報や尊厳を守る

52.チームメンバーと協力関係を築くことができる

49.保健・医療・福祉チームでの協働の必要性を理解…

25.基本的な看護技術を実践する

9.対象者の選択権、自己決定を尊重する

26.対象者の反応をとらえ、安全・安楽・自立を考慮…

6.個人や集団の価値観、生活習慣、慣習、信念などを…

20.安全上実施してはいけないことが分かる

17.（原則に基づき）治療薬を安全に管理することの…

18.感染防止の手順を遵守する

34.対象者の反応を捉えながら実践する

11.適切なコミュニケーションと対人スキルの利用を…

27.健康上の患者のニーズを理解する

19.インシデントレポートを作成し報告することの重…

37.看護介入として実施したことを記録する

39.評価結果に基づいて計画の修正をする

50.保健・医療・福祉チームメンバーの役割、知識、…

51.チームメンバー間のコミュニケーションがとれる…

14.医療安全の基本的な考え方について理解する

53.対象者に関する意思決定は、チームのメンバーと…

63.継続的に自分の能力の維持・向上に努める

23.エビデンスに基づいた看護を実践する

48.ケアを部分的に他者に委任する場合にも、自らの…

4.所属する組織の倫理規定、職業規定、行動規範に…

64.看護の質の保証・向上について理解する

7.人権擁護者としての役割を認識する

8.倫理的意思決定のプロセスを理解する

21.インシデント・アクシデントの要因・原因を分析…

28.正確で意味のある客観的、主観的データを集める

35.計画したケアを安全・安楽・自立を留意し実践する

40.健康増進や疾病予防における看護が果たす役割を…

3.自らの現在の能力を超えると判断する場合は、適切…

33.ケアの優先順位を決める

43.看護職としての自らの役割を理解する

45.他職種の機能・役割を理解する

54.チームのメンバーとともに、ケアを再検討し、評…

32.エビデンスに基づいた個別的なケアを計画する

44.同僚看護職の役割を理解する

55.実践する場の組織の機能・役割について理解する

56.地域における医療の機能・役割について理解する

38.予測される結果に対して評価する

47.他者に委任したケアについて様々な側面から支援…

61.様々な場間の連携について理解する

62.看護実践における自らの課題を述べる

22.関係法規及び各種ガイドラインにしたがって行動…

31.対象者及びケアチームと協力しながら実施可能な…

59.保健、医療、福祉システムを理解する

13.対象者からの質問・要請・課題に適切に対応できる

29.データを体系づけ、統合・分析・解釈し看護ｱｾｽﾒﾝ…

42.健康段階に応じた看護の役割について理解する

12.対象者に必要な情報を適切かつ明確な方法で提供…

15.リスク・マネジメントの展開方法について理解する

46.法的範囲に合った活動を他者に委任する業務があ…

58.国際的観点から医療の機能・役割について理解する

2.自らの役割と能力の限界について認識する

30.対象者の全体像を説明する

57.国内全般における医療の機能・役割について理解…

60.保健・医療・福祉の動向と課題を理解する

1.自らの専門的な判断と行動に対する説明を行い、説…

36.状況の変化についての対処がわかる

41.健康増進と保健教育に利用可能な資源について理…

16.顕在的リスクと潜在的リスクを理解する

24.研究成果を活用することの重要性について理解する

32回生卒業時到達度自己評価

5 非常に達成した 4 かなり達成 3 普通 2 あまり達成できず 1 まったく達成できず

図２ 



(３)卒業時教育活動評価から 

 卒業生のアンケート結果から、「国家試験合格に向けた学習相談や支援をしている」、「本校

に入学してよかった」、｢学校は単位修得方法を明示・説明している｣などの項目が高い評価を得

ている。一方、「学生がリラックスできる環境を整備（場所・設備）している」「科目やその他

の時間の設定は無理なく設定している」「ボランティア活動や自治会活動が実施しやすいように

支援している」などの評価が低かった。これらのことから教員は、限られた環境や過密でゆとり

のないカリキュラムの中で、学生が確実に単位を修得し、国家試験に合格し看護職としてのスタ

ートラインに立てるよう支援している様子が伺えた。 
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33.国家試験合格に向けた学習相談や支援をしている

本校に入学してよかったですか

9.学校は単位修得方法を明示・説明している

5.学校は保健医療福祉と他職種の役割やチーム医療の実現の…

21.患者権利を尊重する体制で、教育・実習指導を行っている

7.学校は科目目標を明確に設定している

18.試験結果の通知はプライバシーの配慮がある

26.事故や賠償に対応するために総合賠償制度を紹介し加入…

29.奨学金制度に関する情報提供をしている

4.学校は科学的根拠に基づいた看護実践ができる力を育成し…

17.シラバスに明示された授業の評価方法は公平かつ適切で…

36.教員及び講師は専門的知識があり工夫した授業を実施し…

40.教職員は窓口や電話対応が丁寧である

3.学校は人間としての尊厳及び権利を尊重する態度を育成し…

15.学校の図書は学習や研究に必要な蔵書が揃っている

6.学校は社会情勢への関心や最新の知識技術を自ら学び続け…

11.学校は、教育内容・進度を明示し理解できるよう説明し…

12.学生便覧は学生生活を円滑にするための情報になっている

20.学校と実習施設は感染・事故防止対策と対応を指導をし…

34.学生が進路を選択するために必要な情報を提供している

16.学生が自主的に考え学習できるように、授業形態を工夫…

23.実習の目標や実習での学び方は自分たちの能力に合わせ…

39.教職員は、相談しやすく頼りになる

1.学校は豊かな感性自己表現力を持ち人間関係を発展させる…

13.教室は授業を受けやすい学習環境である

19.教員と実習指導者は学生の学びを深められるよう連携・…

22.学生の権利、人権を尊重する体制で、実習指導を行って…

24.学生が健康管理できるよう健診結果に基づき指導助言し…

32.本学における入試制度をわかりやすく情報提供している

35.学生の進路決定に関する相談に応じている

37.教員はやる気や自立できるよう指導している

38.教職員は学生の人権や思いを尊重して指導している

2.学校は人間を統合された存在として理解する力を育成して…

8.学校はカリキュラムにおいて科目の履修順序や科目間の関…

14.視聴覚機器・教材の質と量は整っている

27.学生が相談しやすい環境の整備（場所・時間）を整えて…

28.ボランティア活動や自治会活動が実施しやすいように支…

30.学生が生活しやすいよう支援している（設備整備・生活…

10.学校の科目やその他の時間の設定は無理なく設定している

25.健康手帳は学生自身の健康管理に活用できる内容である

31.学校は学生がリラックスできる環境を整備（場所・設…

32回生卒業時教育活動

5 非常に達成した 4 かなり達成 3 普通 2 あまり達成できず 1 まったく達成できず

図３ 



Ⅳ.平成２８年度の重点活動事項 

（１） 看護学科 4年制教育の開始に向けて、諸準備を整える。 

開設準備室を稼動させ、4年制教育の目的、方法等を明確にし、教員の各領

域等の意見を結集し育てたい学生像と教育の実際を構築する。（目標 11 月に

計画申請を開始し、年度末に調査開始予定） 

（２） 学生の教育環境の充実を図る。 

新築と移転、校舎解体、庭整備と速やかに進める。 

新しい環境での学習活動活性化のための活用を促す。 

実習環境整備・・実習時の更衣室整備（府中病院）4 年制の開設申請（平成

29 年）に向け実施する。 
（３） 質の高い教育のために教職員の人的資源の確保 

質の高い教員を確保し、申請の定数を満たす。 

実習指導者の確保と指導講習受講者を整備する＝生長会施設全体 

教職員の質向上に向けて研修・研究支援、キャリア支援、ラダー整備を実施。 

司書を常駐とし 8月迄に配属し、4 年制教育支援プロジェクトへ参画、生長

会全体への支援を目指す。 

     働く人の環境整備・ＷＬＢを整備する。 

（４） 将来性豊かな新入生の確保と国家試験合格 100％へ 

新校舎オープンと共に卒業生、高校予備校教師、保護者等宣伝を強化。 

本校の将来像、情報を提供し、看護学科・助産学科への入学希望者を増やす。 

学校の教育の特徴や成果をＨＰを充実させ、社会に対しアピールし、学校の

評価を上げる。 

国家試験ＰＲ・学習支援を円滑に機能させ、学生の学習動機付けを図る 

（５） 学校評価体制を整え、学校改善を推進する。 

学校関係者評価の定着化と授業評価のＰＤＣＡサイクル作りへ。 

第３者評価に向けての土台づくりへ。 

学校教育の可視化に向けＨＰを充実させ、より地域、保護者等への情報提供

を行う。 

（６） 学校の財政の悪化に向けてより改善の努力を行う。 

（７） プロジェクト学習の再構築を図り学生の主体性・自律性を育て、看護職とし

ての能力向上をはかる。また、防災教育を整備する。 

現行の教育を 4年制教育に向けて再構築をはかる。 

 


